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第61回舞踊学会大会・シンポジウム報告

「クロスオーバーする
身体が拓く新たな地平」

第１日目：12月５日（土）14：00 ～ 17：00
会　　場：筑波大学・大学会館ホール

演者　石井 達朗（慶応義塾大学名誉教授）
逢坂 卓郎（筑波大学大学院教授・芸術）
平山 素子（筑波大学大学院准教授）
片岡 康子（早稲田大学大学院客員教授・
　　　　　 お茶の水女子大学名誉教授）

司会　村田 芳子（筑波大学大学院教授）

≪テーマ設定の趣旨≫
世界的なグローバル化・情報化が加速し，その

破綻の予兆さえ見せ始めた現在，改めて生身の「身
体」への可能性が注目されている。こうした状況
にあって，舞踊は，「身体」を共通項として，関
連する芸術，体育・スポーツ，医療や福祉などの
様々なジャンルとの新たな交流・融合が広がって
いる。例えば，体育・スポーツで新たに展開され
ている身体論では，「偶発的即興的な身体運動を
めぐる気付きと交流」，「研ぎ澄まされた身体の内
面的な感覚」と「確実に他者とつながり連携して
いる」という舞踊と連動する側面が語られている。

本シンポジウムでは，このような《ダンス・身
体・クロスオーバー》の３つをキーワードに，芸
術と体育・スポーツ，文化と教育，理論と実践，
また，それ以外の異なったジャンルやジェンダー
の問題等をも含めて，多様な領域が交錯する地平
から，「身体」が拓く新たな可能性を探求すると
いう趣旨から本テーマを設定した。また，今回会
場となった筑波大学における舞踊は，体育・スポー
ツの中に所属し，芸術専門学群と隣接し，まさに
それらが交差するところにあり，こうした特徴を
生かし，２日目のダンスパフォーマンスの実践と
関連させた議論ができるのではないかと考えた。

≪各シンポジストの発表趣旨≫
以上の趣旨のもとに，様々な立場から「身体の

あり方」を見つめ，向き合い，研究と実践を重ね
てこられた４名の先生方に演者をお願いした。特
に，ゲスト講師として，日本のライトアートの草
分け的な存在として数々の舞踊とのコラボレー
ションの試みをされてきた逢坂卓郎先生に加わっ
ていただいた。以下発表順に概要を紹介する。

１．�「サーカス－異種・異物陳列のスペクタクル
を巡って－」	 石井 達朗氏

シャーマニズム的な舞踊から現代の舞踊に至る
まで，そこで展開される生身の身体について長年
研究をされている石井氏には，サーカスという視
点からお話しいただいた。曲芸や動物芸と呼ぶも

のは，遠く紀元前からあったが，近代サーカスの
誕生は，1770年頃，イギリスのフィリップ・アス
トレイが円形のリングで曲馬を見せたことに始
まり，約100年後，アメリカのP・T・バーナムは，
それまでの畸形見世物に，移動動物園・曲馬ショー
などを加えて大サーカス団をつくる。サーカスは
当初より異種・異物陳列のスペクタクルとして出
発し，それが20世紀にどのような道をたどったの
か，クロスオーバーの意味を考える上で興味深い
お話であった。

２．「越境するパフォーミングアーツと身体」
逢坂 卓郎氏

本学芸術専門学群の教授として日頃から舞踊と
関わりの深い逢坂氏には，本学における「パフォー
マンス演習」の実践を中心に芸術と舞踊との境界
にある身体についてお話しいただいた。特に，出
来事，場所，テーマを重視する芸術における身体
表現と，動きと身体自身の美を追求してきた舞踊
との境界で，発表を続けてきた先生の作品映像を
通して，動きを伴う表現の新たな可能性を視覚を
通して感ずることができた。また，30年以上の歴
史を持つ本学芸術の「パフォーマンス演習」の中
から，学生達の実験的な作品による多様な提案が
紹介され，すでに学生間で越境し合うパフォーミ
ングアーツと身体について実践の可能性が提示さ
れた。なお，この実践は2日目のパフォーマンス
でも上演された。

３．「ダンサーが自らの身体に課すこと」
平山 素子氏

ダンサーとして振付家として常に変容し進化し
ながら，日本のダンスシーンをリードする存在と
して活躍する平山氏には，ダンサーの立場から踊
る身体，表現する身体のリアリティーについて
語っていただいた。あらゆる表現に直ちに反応で
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きる能力を備えていることを要求されるダンサー
たちは，身体にある種の抑制をかけ，日々研ぎ澄
ます。その先にある自由な表現の域にどのように
到達するのか。この「自由と規制」という身体が
抱える永遠の命題について，まさに日頃の踊る身
体から発せられる氏の話はリアリティーに富んだ
興味深いものであった。なお，平山氏には，２日
目のスペシャルパフォーマンスとして，逢坂氏の
ライトアートによる作品を披露していただいた。

４．�「ダンス文化と教育をつなぐ―ジェンダーを
乗り越え，“今”を切り拓くダンス教育」

片岡 康子氏
３度にわたる学習指導要領の作成委員を歴任さ

れ，舞踊文化と教育をつなぐ中心的役割を担って
こられた片岡氏には，舞踊教育の立場からこれま
での動向とこれからの課題と可能性について提言
いただいた。長年，「学校ダンス校門を出ず」，「女・
子どものダンス」などと風評されてきたダンス教
育は，平成元年以降，１．ダンス文化と教育をつ
なぐ，２．ジェンダーを乗り越える，という二つ
の視点から見直しが行われ，平成10年度の改訂で
は初めて「リズム系ダンス」が主内容に加わり，
平成20年度の改訂では中学校１- ２年まで男女必
修となった。これまでの舞踊教育の変遷における
大きな転換点をわかりやすく資料でまとめていた
だきながら，これからの可能性を的確に提示して
いただき，学会員に舞踊教育への理解を深める貴
重な機会となった。

≪質疑応答の概要≫
４氏の発表の後，演者同士のやり取り，フロア

とのやり取りなど活発な議論が展開された。特に
演者同士のやり取りは，それ自体が多様な視点や
立場がクロスオーバーするものであり，そこで新
たに生まれる出会いや共感が興味深かった。

以下，そのやり取りの一部をまとめた。
●演者同士のやり取り

（石井）逢坂先生の話に対して。エレクトロニク
スと身体を組み合わせた最近の作品は，身体の延
長線上にあるような傾向が強くなっている。そう
いった意味で，エレクトロニクスの最先端のアー
トは，Interactiveなアートと言える。

平山先生の話に対して。ガガは，初めてダンス
する人でもプロのダンサーでも同じ空間の中で
ワークショップに参加できるということで，おの
ずと空間をシェアしているような感じがあった。
卓越したプロフェッショナリズムとそうでないも
のとの境目を，どんなふうになくしていくかでま
た違った形の活動が可能なのではないか。

（逢坂）平山先生の話に対して。無重力空間（宇
宙空間）のプロジェクトに参加して，宇宙空間に
おける芸術とはどのような意義があるのか，それ
は，今居る所から外に出て行為することによって
今の空間を理解すること。それと同じことが，芸
術の意義としてあるのではないか。

（平山）逢坂先生の話に対して。今まで自分が得
た感覚を取り外すことは次に向かうためにとても
大事なプロセス。無重力での体験はひとつのチャ
レンジであった。クロスオーバーとは，舞台空間
でしか踊れないとかというのではなく，一度外す
ことで戻って来られる要素があるのかなと思う。

（片岡）以前，勅使河原さんのワークショップで，
一時間両足で上下に跳ぶというのがあった。ダン
ス経験のある人もない人もだんだん繰り返すうち
に力が抜け，ソフトな両足跳びができるように
なって，一人ひとりの内面的なエネルギーが外へ
拡がっていった。つまり自分の体への気づきが起
こり，さらに他者との交流関係で気づきが起こっ
ていって，感銘を受けた。これから学校では中２
まで必修となって，ダンスを好きな子も嫌いな子
もダンスを学習することになる。それには身体を
通してダンスの面白さを体験してもらわなければ
普遍的な展開ができない。ダンスが持っている魅
力とは身体の内側にあるもので，それを引き出す
教師の指導力がさらに必要。身体の問題はダンス
の本質で，そこなくしてはダンスの面白さには到
達できないだろう。
●質疑・応答
Ｑ クロスオーバーということで，日本人として
日本の伝統芸能にも目を向けるべきなのでは?
Ａ 伝統と創造はクロスオーバーの重要な視点。

（平山）自分が踊っているときの感覚を話すと，
宮本武蔵や世阿弥と同じことを言っているらしい
ことがある。それは先人とリンクする，嬉しい感覚。
Ｑ アメリカで育った私は，学校でダンスを学ん
だことはなく，日本の方が進んでいるのではない
かと思う。アメリカの事例と，日本はどのように
舞踊教育を発展させていきたいのかを聞きたい。
Ａ（片岡）世界のどこを見ても，体育の中でダン
スの学習内容がこんなに豊かに実践されているの
は日本しかない。気が付いたら，ダンスを擁した
日本の体育がとても豊かなものになっていた。

以上，多様な視点からの様々なやり取りを通し
て，舞踊における身体の在り方とは何なのか，異
なった様々なジャンルや立場とのクロスオーバー
とはどういう意味をもつのか，そしてどこに着地
しようとするのか，を焦点に有意義な議論となっ
た。また，フロアの松本千代栄先生より戦後の舞
踊教育における改革当時の貴重なお話をいただく
ことができた。

（文責　村田芳子）

≪ゲスト講師プロフィール≫
逢坂卓郎：日本のライトアートの草分け的存在。

80年代にJoyce theaterなどで舞台美術と照
明の仕事をする。同時に光，生命，宇宙をテー
マとしたライトアートの作品を世界各国で発
表。2008 〜 9年に国際宇宙ステーションで芸
術実験を実施。ロレアル大賞98，NDF98ディ
スプレイ産業大賞，06北米照明学会賞地域賞
など，受賞歴多数。


